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(57)【要約】
　チューブレスタイヤ用スポークホイールリムは、リム
（１）の凹部（１１）に形成されたリムベース（２）領
域に配置される封止装置（１２，２５，２７，３６，４
４，４６，４８）を有し、リム（１）はリム中心面（１
０）のいずれか側に封止面を備えた切欠（１３）を有す
る。切欠（１３）は、封止面（１４，１４’）を形成す
る２個のくびれを有し、また封止装置（１２，２５，２
７，３６，４４，４６，４８）は切欠（１３）の形状及
び面と実質的に適合するように構成されると共に、切欠
に配置される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
リム（１）のウェル（１１）に形成されるリムベッド（２）領域に配置される封止装置（
１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）を含むチューブレスタイヤ用スポークホイ
ールリムであって、該リム（１）はリム中心面（１０）の両側に封止部分を備えたレリー
フ（１３）を備えており、該レリーフ（１３）には封止部分（１４，１４’）を形成する
２個のくびれが設けられると共に、該封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，
４８）は、形状及び寸法が該レリーフ（１３）と略相補的に構成され、且つ該レリーフ（
１３）内に配置されることを特徴とするリム。
【請求項２】
前記レリーフ（１３）及び前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）
は、該封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）及び前記リム（１）の封
止部分（１４，１４’）の半径方向外方封止部分（１４’）領域間の接触圧が、該リムの
回転角速度の増加に伴い増加するように構成されることを特徴とする請求項１に記載のリ
ム。
【請求項３】
リム断面において、前記封止部分（１４，１４’）を覆う面は、前記リム中心面（１０）
に対して、約０度から１２０度の範囲の角度を形成することを特徴とする請求項１又は２
に記載のリム。
【請求項４】
前記レリーフ（１３）は、前記リム中心面（１０）から離れるように向く部部分において
、前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）を略完全に包囲するよう
に構成されることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載のリム。
【請求項５】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は、前記リム中心面（１０
）の両側において、前記レリーフ（１３）の間のリムベッド（２）部を覆うことを特徴と
する請求項１乃至４のいずれか一項に記載のリム。
【請求項６】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）が前記リムに嵌合された時
に、所定の接触圧が少なくとも前記封止部分（１４，１４’）及び該封止装置（１２，２
５，２７，３６，４４，４６，４８）の領域で生じるように、該封止装置（１２，２５，
２７，３６，４４，４６，４８）は構成されることを特徴とする請求項１乃至５のいずれ
か一項に記載のリム。
【請求項７】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は、前記レリーフ（１３）
に割り当てられた部分において、該レリーフ（１３）のくびれ（１４，１４’）領域に設
けられる凹部（２８）と平行四辺形断面が類似する構成を含むことを特徴とする請求項１
乃至６のいずれか一項に記載のリム。
【請求項８】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）の非嵌合状態において、該
封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）の前記レリーフ（１３）に割り
当てられる部分は、前記リム（１）の半径方向から見た時に、該レリーフ（１３）の対応
する高さよりも高いことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載のリム。
【請求項９】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は非嵌合状態において、前
記リム（１）の半径方向に、該リム（１）の直径（Ｄ１）よりも小さい直径（Ｄ３）を有
することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１０】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）の断面幅（ｂ３）は、前記
非嵌合状態において、前記くびれ（１４，１４’）に割り当てられる前記レリーフ（１３
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）部分で、該レリーフ（１３）のくびれ（１４，１４’）の断面幅（ｂ１）よりも大きい
ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１１】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）には、前記レリーフ（１３
）の前記くびれ（１４，１４’）に割り当てられる部分に、少なくとも１個の円周封止縁
２９）が設けられることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１２】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）には、前記リム中心面（１
０）に対して略横向きに配向される少なくとも１個のくびれ（２６）が設けられることを
特徴とする請求項１乃至１１のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１３】
前記リム（１）には、前記リムベッド（２）を前記リムフランジ（３）と連結する部分に
、略連続的な外輪郭が備えられることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか一項に記
載のリム。
【請求項１４】
前記リム（１）は、前記リムベッド（２）を前記リムフランジ（３）と連結する部分にお
いて、中空室断面として構成されることを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか一項に
記載のリム。
【請求項１５】
前記リムベッド（２）は、前記レリーフ（１３）を連結する部分において、前記くびれ（
１４）の下端部（２０）の直径（Ｄ１）よりも小さい直径（Ｄ４）を有することを特徴と
する請求項１乃至１４のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１６】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）には、前記リム（１）に嵌
合された前記チューブレスタイヤ（４）にガスを入れるために、所定位置に加硫される弁
（３５）が設けられることを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１７】
前記リムベッド（２）を覆う部分の少なくとも一部において、前記封止装置（３６，４４
，４６，４８）は、同じ又は異なる厚みを備えることが可能な少なくとも２個の層（４０
，４１）を伴い構成されることを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか一項に記載のリ
ム。
【請求項１８】
前記層（４０，４１）は、間隙（４２）を形成する際に、互いに離間した状態で配置され
ることを特徴とする請求項１７に記載のリム。
【請求項１９】
前記個々の層（４０，４１）の間には、該層（４０，４１）をセグメントに連結しつつ、
前記間隙（４２）を維持する少なくとも１個のウェブ（４５）が、該層（４０，４１）と
一体的に設けられることを特徴とする請求項１７又は１８に記載のリム。
【請求項２０】
少なくとも１個の突起（４７）は、少なくとも１個の層（４０，４１）と一体的に構成さ
れ、且つ他方の層の方向に延出するように設けられることを特徴とする請求項１７又は１
８に記載のリム。
【請求項２１】
インレイ（４９）は、少なくとも一方の層（４０，４２）に解放状態で配置され或いは連
結されるように前記間隙（４２）に設けられることを特徴とする請求項１８に記載のリム
。
【請求項２２】
前記封止装置（３６，４４，４６，４８）は非嵌合状態において、前記リム中心面（１０
）領域に、とりわけ湾曲状（４３）に構成された直線範囲から外れる輪郭を有することを
特徴とする請求項１乃至２１のいずれか一項に記載のリム。
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【請求項２３】
チューブレスタイヤ用スポークホイールリムであって、該リム（１）はリム中心面（１０
）の両側に、封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）のために設けられ
る封止部分を備えたレリーフ（１３）を含み、該封止装置（１２，２５，２７，３６，４
４，４６，４８）は、該リム（１）のウェル（１１）に形成されたリムベッド（２）領域
に位置するように意図されており、前記レリーフ（１３）には、前記封止部分（１４，１
４’）を形成する２個のくびれが設けられることを特徴とするリム。
【請求項２４】
前記リムの断面視において、前記封止部分（１４，１４’）を覆う面（Ｘ）は、前記リム
中心面（１０）に対して約０度から約１２０度の範囲の角度を形成することを特徴とする
請求項２３に記載のリム。
【請求項２５】
前記レリーフ（１３）は、前記リム中心面（１０）から離れるように向く部分において、
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）を略完全に包囲するように
構成されることを特徴とする請求項２３又は２４に記載のリム。
【請求項２６】
前記リム（１）は半径方向において、該リム（１）と嵌合するように設けられた前記封止
装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）よりも大きい直径（Ｄ１）を有する
ことを特徴とする請求項２３乃至２５のいずれか一項に記載のリム。
【請求項２７】
前記レリーフ（１３）の前記くびれ（１４，１４’）の断面幅（ｂ１）は、該くびれに割
り当てられた前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）の断面幅（ｂ

３）よりも小さいことを特徴とする請求項２３乃至２６のいずれか一項に記載のリム。
【請求項２８】
前記リム（１）は、前記リムベッド（２）及び前記リムフランジ（３）の間の連結領域（
３）において、略連続的な外輪郭を有するように構成されることを特徴とする請求項２３
乃至２７のいずれか一項に記載のリム。
【請求項２９】
前記リム（１）は、前記リムベッド（２）及び前記リムフランジ（３）の間の連結領域に
おいて、中空室断面として構成されることを特徴とする請求項２３乃至２８のいずれか一
項に記載のリム。
【請求項３０】
前記レリーフ（１３）連結領域において、前記リムベッド（２）は前記くびれ（１４）の
下端部（２０）の直径（Ｄ１）よりも小さい直径（Ｄ４）を有することを特徴とする請求
項２３乃至２９のいずれか一項に記載のリム。
【請求項３１】
リム（１）のウェル（１１）に形成されたリムベッド（２）領域に嵌合するチューブレス
タイヤ（４）を伴うスポークホイールリム（１）用封止装置（１２，２５，２７，３６，
４４，４６，４８）であって、レリーフ（１３）のリム中心面（１０）の両側領域に封止
部分（１４，１４’）を含み、該封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８
）は、該リム（１）のレリーフ（１３）の形状及び寸法と略相補的に構成されており、前
記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は、前記レリーフ（１３）に
含まれる部分に、該レリーフ（１３）のくびれ（１４，１４’）に嵌合するために設けら
れる２個の凹部（２８）を含むことを特徴とする封止装置。
【請求項３２】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）及び前記リム（１）の封止
部分（１４，１４’）の間の接触圧が、該リム（１）の回転角速度の増加に伴い、半径方
向外方に位置する封止部分（１４’）領域において増加するように、該封止装置（１２，
２５，２７，３６，４４，４６，４８）は構成されることを特徴とする請求項３１に記載
の封止装置。
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【請求項３３】
前記リム中心面（１０）から離れるように向く部分は、前記レリーフ（１３）によって略
完全に包囲可能である構成を特徴とする請求項３１又は３２に記載の封止装置。
【請求項３４】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は前記リム（１）に配置さ
れた時に、前記リム中心面（１０）の両側に設けられた前記レリーフ（１３）間における
前記リムベッド（２）部分を覆う構成を特徴とする請求項３１乃至３３のいずれか一項に
記載の封止装置。
【請求項３５】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）が前記リム（１）に配置さ
れた時に、所定の接触圧が少なくとも前記封止部分（１４，１４’）及び該封止装置（１
２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）領域に生じるように、該封止装置（１２，２
５，２７，３６，４４，４６，４８）は構成されることを特徴とする請求項３１乃至３４
のいずれか一項に記載の封止装置。
【請求項３６】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は、前記レリーフ（１３）
に割り当てられる部分において、前記リムの半径方向から見た時に、前記対応するレリー
フ（１３）よりも高いことを特徴とする請求項３１乃至３５のいずれか一項に記載の封止
装置。
【請求項３７】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は非嵌合状態において、前
記リム（１）の半径方向に、該リム（１）よりも小さい直径（Ｄ３）を有することを特徴
とする請求項３１乃至３６のいずれか一項に記載の封止装置。
【請求項３８】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）の前記断面幅（ｂ３）は、
非嵌合状態において、前記くびれ（１４，１４’）に割り当てられる前記レリーフ（１３
）部分が、該レリーフ（１３）の該くびれ（１４，１４’）の断面幅（ｂ１）よりも大き
いことを特徴とする請求項３１乃至３７のいずれか一項に記載の封止装置。
【請求項３９】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）には、前記レリーフ（１３
）の前記くびれ（１４，１４’）に割り当てられる部分において、少なくとも１個の円周
封止縁（２９）が備えられることを特徴とする請求項３１乃至３８のいずれか一項に記載
の封止装置。
【請求項４０】
前記リム中心面に対して略横向きに配向される少なくとも１個のくびれ（２６）を特徴と
する請求項３１乃至３９のいずれか一項に記載の封止装置。
【請求項４１】
前記リム（１）に嵌合される前記チューブレスタイヤにガスを入れるために、所定位置に
硫化される弁（３５）を特徴とする請求項３１乃至４０のいずれか一項に記載の封止装置
。
【請求項４２】
前記リムベッド（２）を覆う部分の少なくとも一部において、前記封止装置（３６，４４
，４６，４８）は、同じ又は異なる厚みを備えることが可能な少なくとも２個の層（４０
，４１）を備えるように構成されることを特徴とする請求項３１乃至４１のいずれか一項
に記載の封止装置。
【請求項４３】
前記層（４０，４１）は間隙（４２）を形成する際に、互いに離間した状態で配置される
ことを特徴とする請求項４２に記載の封止装置。
【請求項４４】
前記層（０，４１）の間において、該層（４０，４１）をセグメントに連結しつつ前記間
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隙（４２）を維持する少なくとも１個のウェブ（４５）が、該層と一体的に設けられるこ
とを特徴とする請求項４２又は４３に記載の封止装置。
【請求項４５】
少なくとも１個の突起（４７）は少なくとも一方の層（４０，４１）と一体的に構成され
且つ他方の層の方向に延在するように設けられることを特徴とする請求項４２又は４３に
記載の封止装置。
【請求項４６】
インレイ（４９）は、少なくとも一方の層（４０，４１）に解放状態で或いは連結可能に
位置させられるように前記間隙（４２）に設けられることを特徴とする請求項４３に記載
の封止装置。
【請求項４７】
前記封止装置（３６，４４，４６，４８）は非嵌合状態において、前記リム中心面（１０
）領域に、特に湾曲（４３）に構成される直線範囲から外れる輪郭を特徴とすることを特
徴とする請求項３１乃至４６のいずれか一項に記載の封止装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リムのウェルにおいてリムベッド領域に配置される封止装置を含むチューブ
レスタイヤ用スポークホイールリムに関し、請求項１の前提部分に記載するように、リム
はリム中心面の両側に封止部分を備えたレリーフを含む。
【０００２】
　本発明はまた、請求項２３の前提部分に記載するように、チューブレスタイヤ用スポー
クホイールリム、及び請求項３１の前提部分に記載するように、チューブレスタイヤを備
えたスポークホイールリム用封止装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　上述のような、封止装置及びリムを含むチューブレスタイヤ用スポークホイールリム、
並びに封止装置自体は、とりわけ自動二輪車及び自転車で使用するために供給されるが、
またスポークホイールを使用する他の車両で使用するためにも供給される。このようなス
ポークホイールでは、複数のスポークはリム及びホイールハブの間に延出する。
【０００４】
　含まれるリムは通常、打ち抜きリムと呼ばれるものであり、即ちスポークニップルを受
入れ且つ配向するための凹部を特色とする。それ故、所謂打ち抜き穴は、リム及びリム上
に載置されるタイヤの間に形成される空間が開放し、従って気密的でないことを保証する
。このため、チューブが通常、このようなスポークホイールに用いられる。かかる周知の
チューブを備えたスポークホイールは、多くの欠点を有する。
【０００５】
　通常、リムベッド及びチューブの間に嵌合されるのは、スポークニップルや、タイヤ、
チューブ、リムバンド及びリムの結合物におけるチューブの破損を阻止するように構成さ
れたリムバンドであり、その結果、このように形成されたスポークホイールでは、高質量
が生じる。ホイールハブから見ると、半径方向外方への質量集中に起因して、これはもは
や、このように形成されたスポークホイールの高速慣性回転運動をもたらし、例えば意図
的に方向を変化させる時に、このようなスポークホイールが嵌合された自動二輪車の操作
機敏性を失う。更に、チューブはまた蛇の噛み傷のような破損を受け易い、即ちオフロー
ドバイクでのジャンプ、続く着地の後で、チューブがリムベッドに押し潰されてその結果
２個の穴が作られた後に、２個の穴がチューブの下側に生じる。また、このようなチュー
ブを備えたスポークホイールに設けられる必要があるのは、リムに対してタイヤが所定位
置から捩れ出るのを阻止する任務を有するリム上の所謂タイヤホルダである。タイヤの捩
れは、捩れたタイヤがチューブと「同調」し、従ってチューブに嵌合された弁がチューブ
をスポークリムを通るように押し付けて、チューブを剪断するという問題が付随すること
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が多い。
【０００６】
　これらの問題を回避するために、弁に嵌合させるための穴を除き、リムベッドに開口を
含まないように特別に形成されたリムを必要とするチューブレスタイヤが既に知られてい
る。これにより、かかるチューブレスリム上において、例えば鋳造リムとしてリムベッド
と一体的に製造される必要もあるスポークが結果的に得られ、このリムも同様に、重くま
た製造に起因して鋳造の間に破壊し易く、従って高負荷には不適切である。
【０００７】
　これらの問題を回避するために、チューブレスタイヤを備えたスポークリムを作り出す
べく、幾つかの試みが既に為されている。
　特許文献１は、チューブレスタイヤを備えたスポークリムを開示しており、封止装置の
上方に保護帯を嵌合することにより封止効果が達成され、保護帯上には、嵌合されたタイ
ヤがその縁によって静止しており、保護帯と接触する縁によって封止効果が結果的に得ら
れる。このようなスポークホイールが、例えばオフロード競技用自動二輪車に使用される
時には、砂利等が封止部分において縁と保護帯の間に侵入し、それ故封止が失われてしま
う。このように構成されたホイールに対するタイヤの嵌合及び取り外しは、保護帯が所定
位置から滑り出ることによって妨げられる。
【０００８】
　特許文献２から知られるのは、間に砂利等が侵入するチューブレスタイヤ用インレイで
あり、この場合もやはり、このようなスポークホイールがオフロード乗車用自動二輪車又
は自転車に使用された時には、封止が失わせてしまう。ここでも、このように構成された
ホイールに対するタイヤの嵌合及び取り外しは、インレイが所定位置から滑り出ることに
よって妨げられる。
【０００９】
　特許文献３から知られるのは、スポークホイール用封止装置であり、同様に封止効果が
タイヤ縁及び封止装置間の接触圧によって得られることになっている。ここでは加えて、
本装置はまた、過大な縁を必要とする特別なタイヤを構成し、従ってこの特徴を有さない
タイヤは使用され得ない。
【００１０】
　特許文献４から知られるのは、チューブレスタイヤを備えたスポークホイールであり、
封止装置はリムのウェルに形成されるリムベッド領域に嵌合される。封止リングとして構
成されるこの封止装置は、画定された封止部分を有しておらず、リムバンド又はテープと
の接触圧はただ低く、結果的に、かかるスポークホイールが嵌合された自動二輪車が高速
で、ホイールの対応する回転角速度が高い状態で走行した時に、封止リングがリムテープ
から外れてしまい、封止リングがリムベッドから離れて、ホイールは空気を失う。
【００１１】
　また知られているのは、リムベッド領域から封止装置を排除するように試みたチューブ
レスタイヤを備えるスポークホイールである。
　この試行は例えば、特許文献５から知られているが、特許文献５はスポークニップル及
びスポーク間領域における高負荷起因して、オフロード乗車にはあまり適切でない一方で
、多数の十字スポークに起因する高回転慣性モーメント問題を有する。
【００１２】
　特許文献６は、チューブレスタイヤ用スポークリムであり、側壁と近接するガス不透過
性薄壁部材を備えたリムバンドと、リムの内周縁上の封止部分にある凹部を含む。この構
成では、側壁及びリム内周縁封止部分は、リムバンドを受け入れるように構成される。リ
ムバンドは、リムの溝に置かれるＨ形環状リムバンドであると共に、溝の２個の側壁に近
接して一体的な部材を含む。ウェルの２個の側壁からリムの長手方向中心面に対して所定
角度で延出するのは、Ｈ形状リムバンドの２個の脚部が係合する凹部であり、リムはリム
中心面と平行な面に対してリム中心面の両側のこれら凹部領域において、レリーフを特徴
とする。しかしながら、リム側壁の凹部から半径方向外方領域においてリムバンドは、タ
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イヤの膨張圧によってのみ、即ちリム中心面から各横方向へ側壁に付勢されており、チュ
ーブレスタイヤ及びリムの間における内圧の低下に伴い、空気がＨ形状リムバンドの２個
の脚部及びリム側壁の間から逃げる恐れがある。
【００１３】
　タイヤがこのように構成されたホイールに嵌合された時に、タイヤが嵌合状態における
リムバンドと接触するのを妨げるものはない。リムバンドのタイヤとのこの接触は、リム
バンドをリム上の所定位置から滑り出させて、ホイールに空気が入れられる前であっても
、リムバンド及びリム間に漏れ位置が結果的に得られる。リムバンドは再度置かれる必要
があるが、これですら漏れ位置の回復を保証するものではなく、その結果、実際の処置で
は、リムバンド及びリムが固着してしまう。嵌合されたタイヤを取り外すときには、リム
バンド及びリムの間の漏出問題は、タイヤが再度リムバンドと接触するのに起因して繰り
返され、固着にも拘わらずリムバンドを移動させる。続いて新しいタイヤが据え付けられ
た時には、漏出問題はもはや、リムバンドがリムへ再度固着した時であっても、取り除か
れ得ない。
【００１４】
　特許文献７は、チューブレスタイヤ膨張用アセンブリであって、リムのウェルに挿入す
るための耐空気バンドと、リムバンドと一体構成される弁を含む。弁はリムの穴に挿入さ
れ得、そこで弁はナット又はタイヤの膨張圧によって所定位置に固定される。タイヤがこ
のように構成されたホイールに嵌合される時には、タイヤが嵌合状態においてリムバンド
と接触するのは妨げられない。リムバンドのタイヤとのこの接触により、リムバンドはリ
ム上の所定位置から滑り落ち、それ故ホイールに空気が入れられる前であっても、リムバ
ンド及びリムの間に漏れ位置がもたらされ、その結果、ここでも実際の処置では、リムバ
ンドが所定位置から滑り落ちるのを阻止する試みにおいて、リムバンドがリムに固着して
しまう。タイヤを外し且つ新しいタイヤを嵌める時に、上記問題は繰り返される。
【００１５】
　特許文献８から知られるのは、チューブレスタイヤを据え付けるためのリムであって、
リムバンド又はテープを有するリムは、側部によって、ロール状リムフランジ封止部分の
内部封止部分と接触し、或いはリムフランジ封止部分の端部下側領域へ横方向に延出し、
且つこれらの端部によってそこで保持される。タイヤがこのように構成されたホイールに
嵌合される時には、タイヤが嵌合状態においてリムバンドと接触するのを妨げるものはな
い。リムバンドのタイヤとのこの接触により、リムバンドはリム上の所定位置から滑り落
ち、それ故たとえホイールに空気が入れられる前であっても、リムバンド及びリムの間に
漏出位置がもたらされてしまう。
【００１６】
　特許文献９から知られるのは、アセンブリとしてチューブレスタイヤを据え付けるため
の自転車リムであって、リムバンド及びリムを含む。本構成では、気密材料例えばゴムか
ら作られるリムバンドは、リムバンドの縁がリムのキャッチフックによって所定位置に保
持されるように、リムの凹部に挿入可能とされる。
【００１７】
　特許文献１０から知られるのは、タイヤから空気が抜かれている時であっても乗車可能
な本体を含むリムである。このリムは、タイヤから突然空気が抜けても、発泡ゴムの環状
体は空気圧タイヤの荷重を受けるのに適当であるように、緊急走行特性を有するように意
図される。本体はリムベッドの凹部部分に配置されており、リム中心面の両側のくぼみを
画定する凹部が本体を所定位置に保持するように、タイヤの回転軸に対して半径方向内方
に位置させられる。
【００１８】
　最後に、特許文献１１から知られるのは、自転車及び同様な車両用安全リムであって、
リムのフランクは、磨耗を表す印即ち磨耗表示が内部に設けられた中空室を含む。
【特許文献１】特開平０９－２０００５公報
【特許文献２】ドイツ特許出願公告第１００２２１０号明細書
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【特許文献３】欧州特許出願公開第０６１５８６５号明細書
【特許文献４】米国特許第４８２４１１７号明細書
【特許文献５】欧州特許出願公開第０９６２３３８号明細書
【特許文献６】特開昭６１－０５４３０２公報
【特許文献７】欧州特許出願公開第０６１６９１１号明細書
【特許文献８】米国特許第３３３５７７８号明細書
【特許文献９】ドイツ実用新案登録第２０３１６９９５号明細書
【特許文献１０】ドイツ特許第３８７８３９７号明細書
【特許文献１１】ドイツ実用新案登録第２９８０３２５６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　上記従来技術に基づいて、本発明は、チューブの使用を除去すると共に、リムの形状に
特別に適合される必要がない通常のチューブレスタイヤの使用を可能にする封止装置を備
えたチューブレスタイヤ用スポークホイールリムを提供するという目的に基づく。また、
封止装置を備えたリムが、完全に適合可能なオフロード性能が高操作敏捷性と組み合わさ
る一方で、低膨張圧及びスポークホイールの高回転角速度であってもこのように構成され
たホイールの空気抜けを阻止するチューブレスタイヤを備えた軽量スポークホイールに役
立つことを目的とする。また、リムは封止装置の嵌合、並びにタイヤの嵌合及び取り外し
を容易にする一方、タイヤの嵌合及び取り外しの間に、封止装置がリム上の所定位置から
飛び出ないことを保証するように意図される。また本発明は、チューブレスタイヤを備え
たこのようなスポークホイールを形成するのに適当なリム及び封止装置を提供するように
意図される。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本目的と達成するために、本発明は、チューブレスタイヤ用スポークホイールリム及び
封止装置に関する請求項１の特徴を含む。請求項１の有利な態様は、更なる請求項に書い
てある。
【００２１】
　また、リムに関する上記目的を達成するために、本発明は請求項２３に記載の特徴を含
み、その有利な態様は、更なる請求項に書いてある。更に、本発明は封止装置に関する上
記目的を達成する請求項３１に記載の特徴を含み、その有利な態様は、請求項３１に続く
請求項に書いてある。
【００２２】
　本発明は、チューブレスタイヤ用スポークホイールリムを提供し、このリムは、リムの
ウェルに形成されるリムベッド領域に配置される封止装置を含む。リムはリム中心面の両
側に、封止部分を備えたレリーフを含む。レリーフには封止部分を形成する２個のくびれ
が設けられる。封止装置は形状及び寸法がレリーフと略相補的に構成されると共に、レリ
ーフに配置される。
【００２３】
　封止装置を含むリムを伴い、レリーフに起因して、封止装置は嵌合状態において単純且
つ容易にレリーフに挿入され得る。結果的な構成は、タイヤが本発明に基づくリムとの使
用のために特別に構成される必要なく、通常のチューブレスタイヤとの使用に適合可能で
ある。チューブレスタイヤがリムに据え付けられた時に、封止装置はタイヤの縁と直接的
に接触せず、タイヤのリムとのいかなる相対移動も、タイヤのガス抜けをもたらさない。
実際には、例えばがたがた面でのタイヤの幅広い踏み後によって、より良い牽引を達成す
るために、低膨張圧のタイヤに乗車する時でさえ、チューブレスタイヤと組み合わせて本
発明に基づくリムが嵌合された自動二輪車又は自転車での例えばジャンプ後のタイヤの底
づきでは、破損しやすいチューブが含まれていないので、タイヤ漏れとなることがない。
【００２４】
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　形状及び寸法がリムのレリーフと相補的な封止装置の構成によれば、封止装置はリムベ
ッドの構成要素となるように、レリーフに一体的に収まり、結果的にリムの輪郭はタイヤ
の嵌合のために必要とされるようになる。
【００２５】
　レリーフ領域の封止部分は、主に半径方向に作用するように設けられ得る。レリーフ及
び封止装置は、封止装置及び半径方向外方にある封止部分領域におけるリムの封止部分の
間の接触圧が、リムの回転角速度の増加に伴い増加するように、構成され得る。これによ
り、低膨張圧でタイヤに乗る時でさえ、タイヤが嵌合された自動二輪車又は自転車の高速
時であっても、タイヤからのガス抜けは生じない。
【００２６】
　本構成では、レリーフを絞る２個の部分が、リムの両側に構成される。形状及び寸法が
レリーフと相補的な封止装置の構成に起因して、例えばチューブレスタイヤがリムと相対
移動した時でさえ、局所的な高い接触圧がレリーフ領域に実現され得る。結果的にリムに
嵌合されたチューブレスタイヤの高負荷となる好ましくない乗車条件の下でさえも、ガス
抜けが生じないことが保証されるので、例えばオフロードスポーツ競技状況下で、リムの
高回転角速度と組み合わされて極めて低い膨張圧が意図的に供給される時でさえも、タイ
ヤの膨張圧の低下が回避される。
【００２７】
　封止部分は、リム中心面の両側に構成されたレリーフにおいて、レリーフの半径方向内
方部及び半径方向外の両方に配置されるように設けられる。これら封止部分は、封止部分
が各レリーフ上において、実質的に半径方向に互いに対向するように、各レリーフの領域
に構成されたくびれによって構成される。これら封止部分を通過する面は、本発明に基づ
くリムの中心面に対して約０から１２０度の範囲の角度を形成し、換言すれば、封止部分
を覆う面は、０度の角度に対応して、リムの中心面と並行に延在し、或いはリム中心面に
対して約１２０度までの角度をとる。また、封止部分面は、リム中心面に対してマイナス
２０度まで下がったいかなる角度を覆ってもよい。これにより、リムを構成する際に、高
い設計自由度、即ちリムベッド及びリムベッドからリムフランジへの移行部分、及び例え
ばこぶ等の間の部分を設計する際の高い自由度に役立つ。本発明によれば、レリーフはリ
ム中心面から離れる方向を向く部分において、封止装置を略完全に包囲するように構成さ
れる。これにより、たとえホイールの回転角速度が高く、また膨張圧が低い状態で、封止
装置のレリーフの所定位置からの滑り落ちが回避されて、意図しないいかなるタイヤのガ
ス抜けも阻止されるように、封止装置はレリーフによって包囲され、とりわけ抱き抱えら
れる。
【００２８】
　本構成では、封止装置は、このようにしてリム中心面の両側に設けられたレリーフと形
状及び寸法が相補的に収まる時に、リム中心面の両側に設けられたレリーフ間におけるリ
ムベッド部分を覆い、従って完全にリムベッドを覆うように構成され得る。
【００２９】
　本発明によれば、封止装置はリムから取り外された時に、リムの断面と僅かに異なる断
面を特徴とすると共に、封止装置がリムに嵌合された時に、所定の接触圧が封止部分及び
封止装置の領域に少なくとも実現するように、封止装置は構成され得、その結果、封止装
置を備えたリムにタイヤを嵌合した後には、弁を介してタイヤにガスが入れられる前に、
即ち、タイヤが未だ完全に空気が抜けている時であっても、封止部分の領域での封止が生
じる。これにより、ホイール及びタイヤ夫々のガス入れを開始する際であっても、膨張圧
の損失が生じない。
【００３０】
　本構成では、本発明に基づく封止装置は、レリーフに割り当てられた部分において、レ
リーフのくびれ領域に設けられる凹部と平行四辺形断面が類似する構成を有するように構
成される。封止装置のレリーフと相対的な構成は、本構成では、封止装置をリムに嵌合さ
せた時に、封止装置の形状がリムベッド及びレリーフの構成と相対的に変化するように選
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択され得、その結果、所定の接触圧が封止装置及びレリーフの間に、レリーフの全範囲に
亘り、しかし少なくとも封止装置及びレリーフの封止部分間における封止部分の領域で生
じる。
【００３１】
　この目的のために、封止装置は非嵌合状態において、リムの半径方向から見た時に、レ
リーフに割り当てられた部分が、対応するレリーフよりも高くてもよい。封止装置がレリ
ーフの部分に適用された時には、局所的な高い接触圧が少なくとも封止部分の領域で実現
し、その結果、タイヤがリムに据え付けられると、全ての乗車条件の下で、漏気が阻止さ
れる。
【００３２】
　更に、封止装置は非嵌合状態において、リムの半径方向で、リムよりも小さい直径を有
し、その結果、封止装置はリムに嵌合された時に膨張し得る。くびれに割り当てられたレ
リーフ部分において、封止装置の断面幅は非嵌合状態では、レリーフのくびれの断面幅よ
りも大きいので、上記封止装置の直径の増加では、レリーフに割り当てられる封止装置の
部分が、リムに嵌合された際に、レリーフから引き出されない。
【００３３】
　本発明の一態様において、封止装置には、レリーフのくびれに割り当てられた部分にお
いて、少なくとも１個の円周封止縁が備えられ、その結果、くびれの領域には、更に高い
局所的な接触圧が封止装置及びリムのレリーフ間に生じる。
【００３４】
　封止装置のリムへの嵌合、即ち封止装置をリム中心面の両側部分に設けられたレリーフ
に配置するのを容易にするために、封止装置にはリム中心面に対して略横向きに配向され
る少なくとも１個のくびれが備えられ、その結果、封止装置をリムに嵌合する時に、最初
にレリーフに配置される封止装置の部分は、一時的に局所的に押し潰され、封止装置のレ
リーフへの配置が容易になる。
【００３５】
　また、本発明によれば、リムはベッドをリムフランジと連結する部分において、リムが
問題なく簡単に洗浄されるように、略連続的な外輪郭を特徴とする。これとは別に、リム
はベッドをリムフランジと連結する部分において、この部分での外輪郭の連続構成に起因
して、リムの慣性回転モーメントを増加させる好ましくない質量分散が生じないように、
中空室断面として構成されてもよい。
【００３６】
　本発明では、リムベッドは、リム中心面の両側に設けられるレリーフを連結する部分に
おいて、下側のくびれの下端部の直径よりも小さい直径を有し、換言すれば、２個のレリ
ーフの間において封止装置と接触するリムベッド領域で、リムは２個のくびれの領域より
も小さい直径を有しており、その結果封止装置は、２個のレリーフに受け入れられるよう
に作用する２個の横羽根領域において、羽根の下部が封止装置のリムベッドに嵌合するの
に役立つ２個の羽根の間の部分よりも大きな直径を有する封止装置が嵌合され得る。
【００３７】
　少なくともリムベッドを覆うセグメントにおいて、封止装置はまた、少なくとも２個の
層を伴い構成されてよく、各層は厚みが同じであっても異なっていてもよい。リムベッド
のより近くに配置される下層は、例えば下層から離間するように配向される上層を、スポ
ークニップル又はスポークニップル越えて突出するスポーク端部の進入から保護するため
の機能を有する。一片厚みの層と比較して、このような構成は、鋭角なニップル又は突き
出たスポーク端部に起因する封止装置の破損が、裂け傷として上層まで伝播しないという
効果を有する。これとは別に、互いに離間した状態で配向される封止装置の２個の層を、
嵌合の際に幅方向に圧縮させることは、封止装置がリムベッドと接触する部分において、
単一厚さの層のみを有する封止装置よりも容易なので、例えば２個のこの層を備えた封止
装置を構成することは、封止装置をリムに嵌合させるのを一層容易にするという利点を有
する。
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【００３８】
　封止装置の個々の層の間には、封止装置の組み付けに際して、封止装置の多層構造の利
点が維持されるように、個々の層が合わせて固着しないことを保証するために間隙が設け
られてもよい。
【００３９】
　また、封止装置の個々の層の間において、層と一体的に構成され、層をセグメントと連
結させる一方で、上記間隙を維持する少なくとも１個のウェブが設けられる。このような
構成によれば、例えば封止装置の２個の層の間の間隙が維持されるのを確実にして、封止
装置の組み付けに際して大きな面積に亘り、上層及び下層が合わせて固着するのを阻止し
、このようにして、少なくとも２個の層の封止装置の利点が維持される。また、例えば下
層において、スポークニップル又は鋭角突出スポーク端に起因してこのウェブを越えて生
じる裂け傷は、第２層の領域まで伝播し得ず、このようにしてタイヤのガス抜けが回避さ
れる。
【００４０】
　本発明の別の態様によれば、封止装置の少なくとも１個の層と一体的に構成され且つ他
方の層の方向に延出する少なくとも１個の突起が設けられ、即ち一方の層のみに連結され
ると共に他方の層まで延出し、或いはそこから離れた状態で維持されてもよい。このよう
な構成によれば、封止装置の２個の層の積み重ねは、直線的な接触のみをもたらし、突起
は付加的に、組み付けに際して、封止装置の上層及び下層が大きな面積に亘り合わせて固
着するのを阻止し、このようにして少なくとも２個の層の構成の利点が維持される。また
、スポークニップル又は鋭角スポークニップルが突起を超えて突出するのに起因して、例
えば下層で生じる裂け傷は、第２層の方向に伝播し得ない。
【００４１】
　更に別の態様では、インレイが封止装置の少なくとも２個の層の間の間隙において、解
放状態で配置され、或いは少なくとも一方の層に連結されるように設けられることにより
、スポークニップル又は鋭角スポーク端に起因するタイヤの空気空間までの封止装置の破
損に対する付加的な保護がもたらされる。
【００４２】
　また本発明によれば、封止装置は非嵌合状態において、リム中心面領域で、換言すれば
封止装置がリムベッドと接触する部分で、直線範囲から外れ、即ち湾曲に形成される輪郭
を特徴とする。これによれば、封止装置の少なくとも一方の層は、直線範囲から突出し、
例えば封止装置のリムへの嵌合を容易にする湾曲構成は、封止装置の幅が圧縮によって減
少させられるので、封止装置をリムのための位置へ収める際に問題が生じない。
【００４３】
　既に上述したように、羽根の下端部における２個の横羽根領域では、封止装置は、リム
の回転軸から半径方向に見た時に、封止装置がリムベッドを覆う部分よりも大きい直径を
有しており、このようにして、封止装置がリムに嵌合された時に、所定位置から横に傾か
ない一方で、自動的に所定位置に位置する。直径の差から生じるこの間隔はまた、２個の
羽根の間の中間部における少なくとも２層構成に起因して、封止装置のより高い断面を埋
め合わせることとなり、例えば特定されたリムベッド輪郭が維持される。
【００４４】
　結論では、本発明によれば、封止装置は、リムに嵌合されたチューブレスタイヤにガス
を入れるために、所定位置に硫化される弁を含む。リムに嵌合された封止装置は、リムと
相対的なタイヤの捩れによって影響されないので、チューブレスタイヤと封止装置の間に
おける具体的な接触がないことから、チューブに嵌合されたスポークリムで起こるように
、弁が所定位置から裂け出る危険はない。従って、封止装置を備えた本発明のリムは、チ
ューブの削除を可能にすると共に、リム自体をチューブレスタイヤとの嵌合に至らせる。
また、封止装置を備えた本発明のリムによって、低い膨張圧及び高速乗車時でさえ、高負
荷の下、例えばオフロードスポーツ競技状況下であっても、ガス抜けが回避される。弁が
チューブ付きタイヤの場合と同様に、所定位置から裂け出る危険はなく、即ちチューブに
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起因するタイヤの空気抜けの危険性は完全に回避される。これとは別に、封止装置を特徴
とする本発明のリムを伴い、封止装置が嵌合された車両の操作機敏性は、鋳造リム又はチ
ューブ付きスポークリムと比較すると、タイヤの慣性回転モーメントの減少により、著し
く向上する。封止部分及び封止装置の間に局所的に存在する接触圧が、本発明に係るチュ
ーブレスタイヤを備えたスポークリムの回転角速度の増加に伴い増加するように、リムの
レリーフ及び封止装置は構成される。
【００４５】
　本発明はまた、チューブレスタイヤ用スポークホイールリムを提供する。リムはリム中
心面の両側に、封止部分を備えたレリーフを含む。リムは、リムのウェルに形成されたリ
ムベッド領域に嵌合するように意図された封止装置のために設けられると共に、レリーフ
は封止部分を形成する２個のくびれを特徴とする。封止装置は、チューブレスタイヤの空
気空間が気密的に封止される付勢力で、レリーフに設けられたくびれが封止装置と接触す
るように、リムのベッドに配置され得る。
【００４６】
　本構成におけるリムの断面視において、封止部分を覆う面は、リム中心面に対して約０
から１２０度の範囲の角度をなしており、レリーフ領域におけるリム中心面の両側では、
このように構成されたレリーフに起因して、レリーフの領域に位置するように設けられた
封止装置が、リム中心面から離れる方を向く部分において略完全に包囲されるように、封
止部分は半径方向外方に構成されると共に、封止部分は半径方向に更に内方に位置する。
この構成によれば、リムに嵌合される封止装置は、リム回転角速度の増加に伴う接触力の
増加状態において、レリーフに付勢されて、リム封止部分及び封止装置の間の領域に存在
する接触力が増加する。
【００４７】
　本構成では、リムはリムベッド及びリムフランジの間の連結領域において、略連続的な
、特に直線状外輪郭を有する一方で、この領域における回転質量を減少させるために、中
空室断面として構成されてよい。
【００４８】
　本発明はまた、チューブレスタイヤを備えたスポークホイールリム用封止装置を提供す
る。封止装置はリムのウェルに形成されたリムベッド領域に嵌合するように設けられる。
リムはレリーフのリム中止面の両側領域に、封止部分を含む。封止装置は、レリーフに含
まれる部分において、封止装置がレリーフのくびれに嵌合するために設けられる２個の凹
部を含むように、形状及び寸法がリムのレリーフと略相補的に構成される。
【００４９】
　殆ど一般的に、封止装置はリムのレリーフ領域に配置された時には、リムが静止状態に
あり且つタイヤの膨張圧によって付与される力がない時でさえも、封止効果が封止装置及
びレリーフの封止部分間に生じるように、封止装置は構成される。チューブレスタイヤ及
び封止装置が設けられたホイールが回転させられた時には、封止装置及びリム封止部分間
における接触圧は、回転角速度の増加に伴い、半径方向外方に配置される封止部分領域に
おいて増加する。
【００５０】
　封止装置は、リム中心面の両側に設けられるレリーフ間において、リムベッド部分を覆
うように構成される。この目的のために、封止装置はレリーフと対向する部分において、
リムのレリーフのくびれ領域に設けられる凹部と断面が類似する平行四辺形に構成されて
よい。
【００５１】
　封止装置をリムのレリーフ領域に嵌合するのを容易にするために、封止装置は、封止装
置をリムのレリーフ領域に適用する際に曲がるくびれを特徴としてもよく、これにより封
止装置のリムのレリーフへの収容が容易になる。
【００５２】
　本発明について、図面を参照して以下に詳細に説明する。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００５３】
　本発明を、図面を参照して以下に説明する。
　図１を参照すると、本発明に基づく実施形態における封止装置を備えたリム及び嵌合さ
れたタイヤを断面図で示す。
【００５４】
　リム１はリムベッド２及びリムフランジ３を含む。タイヤ４はその縁５，６によってリ
ムフランジ３と接触する一方で、縁５，６の各端部に与えられた部分７によって縁座部８
と接触する。
【００５５】
　縁座部８は本構成では、リムフランジから内方へこぶ９まで各々延在しており、縁５，
６がリムベッド２領域において、所定位置から飛び出るのを阻止する。
　符号１０は、リム１を実質的に鏡面対称的な半分に分割するリムの中心面を表す。
【００５６】
　縁座部の面から下方に沿ったリムベッド２の領域には、封止装置１２を収容するように
作用するウェル１１が設けられる。
　図面から直接的に明らかなように、リム１はリム中心面１０両側においてウェル１１の
領域に、図面の図１に示すようなリム１の実施形態において、こぶ９の領域からリムベッ
ド２の領域に延出するレリーフ１３を含む。
【００５７】
　本構成において、封止装置１２はレリーフ１３と形状及び寸法が実質的に相補的に構成
されると共に、レリーフ１３に据え付けられる。例えば軟質ゴム、密封気孔セルロース等
の例えばエラストマーから作られる封止装置１２は、リム中心面の両側に設けられたレリ
ーフ１３の部分と完全に入れ子状態で接触すると共に、この目的のために、レリーフ１３
を形成するリム１の部分の形状及び個々の表面積に従うように構成される。
【００５８】
　封止装置１２は両側においてレリーフ１３部分に入れ子状に収まるが、封止装置がレリ
ーフ１３に配置された時に、封止装置１２のレリーフ１３との完全な或いは略完全な表面
接触をもたらす圧力が、封止装置１２及びレリーフ１３を形成する表面積に生じるように
、レリーフ１３に据え付けられる状態とは異なる状態で寸法が決められてもよい。
【００５９】
　レリーフ１３は、リムベッド２と対向するその両端部において、またこぶ９と対向する
その両端部において、各々くびれ１４，１４’を含み、結果的に、リム１、封止装置１２
及びチューブレスタイヤ４の間の内部空間が密封封鎖されるように、くびれ１４，１４’
領域における封止装置１２及びレリーフ１３のくびれ１４，１４’の間に、より高い接触
圧が集中させられる。
【００６０】
　図面の図１から直接的に明白であるように、封止装置１２は、図面の平面の右側にある
レリーフ１３から、リムベッド２を越えて、図面の平面の左側にあるレリーフ１３部分ま
で、リムベッドの全部分を、とりわけスポーク１７のスポークニップル１６を覆う。
【００６１】
　スポークニップル１６は、リム１のリムベッド２に打ち抜かれた穴１８を貫通する。し
かしながら、内部空間１５からこの穴１８を通るいかなるガス放出も、リムベッド２を完
全に覆う封止装置１２によって、不可能とされている。
【００６２】
　次に図２ａを参照すると、図１に図示するリムの左側におけるレリーフ１３部分から見
たリム１の細部を示す一方、図２は、封止装置１２の嵌合状態に対応するこのレリーフ領
域に収容された封止装置１２の細部であるが、リム１から離れた状態を示す。
【００６３】
　寸法ｌ１は上端部１９から下端部２０までのレリーフ１３の内法高さを表す。ｌ２はく
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びれ１４の上端部分２１及びくびれ１４’の下端部分２２の間の内法高さを表し、リム１
ではｌ１＞ｌ２である。
【００６４】
　ｈ１は上端部１９及び下端部分２２の間におけるくびれ１４’の高さを表す一方、ｈ２

は下端部２０及び上端部分２１の間におけるくびれ１４の高さを表す。ｈ１及びｈ２のい
ずれも、図示する実施形態では０よりも大きい。Ｄ１は半径方向に対向する下端部２０間
におけるリムの直径を表し、ｂ１はリム１の対向する２個のくびれ１４の内法断面幅を表
す。
【００６５】
　次に図２ｂを参照すると、ｌ３は封止装置１２がレリーフ１３に収容された時に、内法
高さｌ１に対応する嵌合状態における封止装置１２の内法高さを表す。この状況は、嵌合
状態において内法高さｈ２に対応する内法高さｌ４、及び嵌合状態において内法高さｈ１

に対応する内法高さｈ３、並びに嵌合状態において内法高さｈ２に対応する内法高さｈ４

と同様である。封止装置１２がリム１に配置された時に、直径Ｄ２は直径Ｄ１に対応し、
同様に封止装置１２の嵌合状態において、内法幅ｂ２は内法幅ｂ１に対応する。
【００６６】
　次に図面の図３を参照すると、非嵌合状態における封止装置１２の細部を断面で示して
おり、内法高さｌ５はリム１のレリーフ１３の内法高さｌ１よりも大きく、同様に封止装
置１２の内法高さｌ６はレリーフ１３の内法高さｌ２よりも大きい。
【００６７】
　これらの２つの状況において、封止装置１２がレリーフ１３の所定位置から滑り出るの
を阻止するために、どれだけ乗車が困難であっても、封止装置はレリーフ１３に付勢され
た状態で挿入される。封止装置１２の非嵌合状態では、内法高さｈ５はリム１の内法高さ
ｈ１よりも小さいので、封止装置１２はレリーフに配置された時に接触力を受け取ること
が同様に保証されており、状況は、封止装置１２の内法高さｈ６がリム１の内法高さｈ２

よりも小さいため同様である。
【００６８】
　封止装置１２の非嵌合状態において、封止装置１２のレリーフ１３のくびれ１４と対向
する部分２３の断面幅ｂ３は、リム１の対応する断面幅ｂ１よりも大きい。即ち、非嵌合
状態において封止装置１２の直径Ｄ３は、リム１の対応する直径Ｄ１よりも小さいので、
断面幅ｂ３が断面幅ｂ１よりも大きいという条件を満たすことから、封止装置１２の相対
的な拡張に起因する封止装置１２の形状変化に起因して、レリーフ１３に収容されるべき
封止装置１２を収容する部分２４が、レリーフ１３の所定位置から滑り出ないことが確実
にされるように、封止装置１２はリム１に配置された時に半径方向に拡張する。
【００６９】
　次に図面の図４を参照すると、リム１及び封止装置１２が分離された状態を示す。
　封止装置１２をリム１に嵌合させると、封止装置１２の直径が増加することになる。即
ち封止装置１２は、ウェル１１に、ひいてはリム中心面１０の両側に設けられたレリーフ
１３に付勢された状態で挿入される。非嵌合状態における封止装置１２の断面幅ｂ３は、
リム１の断面幅ｂ１よりも大きいので、封止装置１２は実質的に、直径の増加の間に生じ
る封止装置１２の全体幅の減少にも拘わらず、レリーフ１３の領域と完全接触している。
【００７０】
　図４は、平行なリム中心面１０及びくびれ１４，１４’による封止部分によって覆われ
る面の間の角度として表される、即ち断面視においてくびれに形成される角度αを示す。
　角度αは約－２０度から約１２０度の範囲内の値を想定しており、即ち封止部分によっ
て覆われる面は、リム中心面に対する２０度の負の角から、リム中心面に対する約１２０
度の角度の範囲に及ぶ。この角度αはまた、０度よりも小さい値、即ち例えば約－２０度
から約１２０度の値を想定してもよく、図８に示すように、図面の平面においてリム中心
面の右側に示される被覆面Ｘはまた、左側に傾斜した状態で配向されてもよい。この構成
は、上側封止部分１４’がリム中心面１０の平行線の左側にあり、それ故、封止部分１４
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，１４’を覆う面は、例えばリム中心面に対して－２０度の負の角を含むように、平行線
を下側封止領域１４を通るように載置すると共に、この平行線を上側封止部分１４’で反
射させた時に実現する。
【００７１】
　次に図５、図６及び図７を参照すると、封止装置１２の様々な実施形態の部分断面図を
示しており、図面の図５に示す実施形態は、図面の図１から図４に示す実施形態に対応す
る一方、図面の図６に示す封止装置２５の実施形態は、リムの中心面に対して実質的に横
断方向に配向されたくびれ２６を特徴とすることで異なる。封止装置２５がレリーフ１３
に挿入された時に、このくびれ２６によって、封止装置２５は図５に示す封止装置１２よ
りも容易に弾性圧縮することとなる。封止装置２５がレリーフ１３に嵌合された時にリム
１のくびれ１４部分を乗り越えると、封止装置２５は次に弾性拡張すると共に、くびれ２
６はその元の形状をとる。
【００７２】
　次に図面の図７を参照すると、封止装置２７の実施形態を示しており、封止装置２７は
、レリーフ１３のくびれ１４と対向する凹部２８において、凹部２８からレリーフ即ちく
びれ１４，１４’へ半径方向外方に延出する封止縁２９を各々有し、それ故間に生じる接
触圧が局所的が増加する点を除き、図５に示すものと類似する。
【００７３】
　本実施形態では、局所的に増加する接触圧に加えて、本発明に基づく封止装置１２を特
徴とするリムは、リム１と相対的に、リムの回転角速度の増加に伴い、くびれ１４の領域
においてより多くの接触力を受け入れる半径方向外方にある封止部分によって特徴付けら
れ、結果的に、封止部分のこの部分において接触圧が増加する。従って、例えばがたがた
面上においてタイヤ４の牽引力を増加させるために、内部空間１５内の圧力が低い時であ
っても、本構成は、封止装置及びレリーフ１３のくびれ１４領域における封止部分の間に
おける接触圧が増加するので、たとえ高速であり、それ故リム１の回転角速度が高い時で
あっても、安全に内部空間１５からのガス抜けを阻止する。
【００７４】
　次に図の図面の図８を参照すると、封止装置１２を備えたリム１の変形実施形態を断面
視で示す。図４と比較した図８から直接明らかであるように、図８に示す実施形態では、
角度αは図４の実施形態における角度αよりも大きい。
【００７５】
　レリーフ１３の領域において互いに対向すると共にリム中心面１０に対して角度αで傾
斜するくびれ１４，１４’の領域の封止部分は、チューブレスタイヤ（図示なし）によっ
て包囲された内部空間１５を封止する。角度αを大きくすることにより、例えばリムの口
の幅が増加させられて、より大きな断面幅を有するタイヤの嵌合を許容することができる
。図８はまた、「Ｘ」で表されており、封止部分１４，１４’を覆うと共にリム中心面１
０に対して角度αで配向された面を示す。角度αに拘わらず、リム中心面１０まで突出す
る封止装置の高さ、換言すればリムの半径方向における封止装置の高さは、レリーフの対
応する高さ、即ちリム中心面へ突出するレリーフの高さよりも大きい。このため、封止装
置は常に、レリーフに付勢された状態で配置される。
【００７６】
　次に図面の図９を参照すると、本発明に基づくリムの変形実施形態を示す。再度、直接
明らかであるように、本リムは、リムフランジ３及びリムベッド２を連結する領域におい
て、リムの外側領域に平坦でない部分がないことに起因して、リムの洗浄促進に役立つ直
線連結部３０を含み、がたがた面を乗り越えるオフロードバイでは有利である。図１に示
すリム１の高慣性回転モーメントの欠点によりこの利点を妨害するのを阻止するために、
図９から明らかであるように、リムは、中空室３１を組み入れた中空室断面を備えた直線
連結部３０に構成される。リム１の本実施形態では、深いベッド即ちリムベッド２を覆う
封止装置１２によって内部空間１５を封止する際の前記利点があるだけでなく、高剛度、
単純な面機械加工及び前述したような良好な洗浄可能性の利点もある。



(17) JP 2008-520487 A 2008.6.19

10

20

30

40

50

【００７７】
　次に図面の図１０を参照すると、本発明に基づくリム１の別の変形実施形態を示す。本
リム１は、リム中心面１０の両側上において、ホイールハブ（図示なし）の方向に、半径
方向内方に曲がった凹部３２を特徴とするリムベッド２により、実質的に図１に示すリム
と異なる。またしかしながら、リムの本実施形態において、レリーフ１３の部分は、図面
の図１に示す実施形態と比較して、図２を参照して説明された条件ｌ１＞ｌ２，ｈ１＞０
及びｈ２＞０が継続的に満たされている点において、僅かに変形して構成される。また、
図１０は更に、封止装置１２において、所定位置で加硫される弁３５を概略的に示す。こ
の弁３５はまた、内部空間１５を膨張させるために、他の各図面に示すような封止装置に
設けられてもよい。
【００７８】
　次に図面の図１１を参照すると、内部空間１５に存在する１バールのタイヤ圧力に対し
て座標で表される封止装置１２に存在する圧力状態と、封止装置及びチューブレスタイヤ
を含む本発明に基づくリムが嵌合された自動二輪車の約２５０Ｋｍ／ｈの算出最大速度を
グラフで示す。
【００７９】
　一例として作用するグラフから明らかなように、０．７Ｎ／ｍｍ２の接触圧は、前述の
乗車条件の下で、くびれ１４と対向する封止部分領域において、７バール（７×１０５Ｐ
ａ）の圧力比に対応して生じ、１．４５Ｎ／ｍｍ２の圧力は、くびれ１４’と対向する封
止部分の半径方向外方部において、１４．５バール（１４．５×１０５Ｐａ）の圧力比に
対応して生じる。これにより、本発明に基づく封止装置を含むリムは、スポークリムへの
チューブレスタイヤの据え付けを許容する一方、内部空間１５のガス抜けを阻止して、安
全な乗車条件を保証する。
【００８０】
　封止装置の変形版では、内方にある封止部分部及び外方にある封止部分部において、圧
力状態が車両の静止時と実質的に同じであるように構成することも可能であり、結果的に
、封止部分領域に存在する圧力は、１バール（１×１０５Ｐａ）よりも大きくなる。スポ
ークホイールが回転している時の外方封止部分領域における遠心力に起因して、内方封止
部分領域よりも高い圧力が実現するので、封止装置の質量分散は、スポークホイールの回
転時に、内方封止部分領域とおおよそ同じ圧力条件が、外方封止部分領域に存在するよう
に、別の変形物に基づいて変化させられてもよい。
【００８１】
　次に図１２を参照すると、本発明に基づくリム１の更に別の変形実施形態を示す。直接
的に明白であるように、本リム１は、レリーフ１３において、リムの中心面１０に対して
角度αで傾斜する封止部分を含むと共に、リムベッド２及びリムフランジ３を連結する部
分に中空室３１を有しており、中空室３１は同様に、回転移動させられる質量を減少させ
るように作用する。図１２からまた明らかであるように、リムベッド２及びリムフランジ
３を連結する部分は、連続湾曲を備えるように構成され、即ち連結部は途切れがない連続
的な輪郭を有する。
【００８２】
　次に図１３を参照すると、リム１のレリーフ１３領域に配置された封止部分及びリム中
心面１０の間に一層大きな角度αを特徴とするリム１の更に別の変形実施形態を示す。図
面の図１０に示す実施形態と同様に、本実施形態は、リムベッド２及びリムフランジ３を
連結する階段状連続部３３を備えた凹部３２を含む。
【００８３】
　次に図面の図１４を参照すると、本発明に基づく封止装置１２を特徴とするリム１の更
なる変形実施形態を示す。直接的に明白であるように、リム１は図１４に示すように、リ
ムベッド２及び中空室３１が含まれるリムフランジ３を連結する直線領域を有する。くび
れ１４及び１４’の領域に配置される封止部分は、本実施形態において、上記に定義され
る角度αが約０度の値をとるように、リム中心面１０と実質的に平行に配向される面を覆



(18) JP 2008-520487 A 2008.6.19

10

20

30

40

50

う。
【００８４】
　次に図面の図１５を参照すると、本発明に基づく封止装置１２を備えたリム１の変形実
施形態を示す。本実施形態において、角度αは約７０度の角度をとると共に、リム１は図
面の図１０に示す実施形態のものと同様な凹部３２を特徴とする。
【００８５】
　次に図面の図１６及び図１７を参照すると、本発明に基づく封止装置１２を備えたリム
１の変形実施形態を示す。図１６に示すリム１の実施形態では、凹部３２及びリムフラン
ジ３を連結する連結部３３は、最初に内方に曲げられており、続いて連結部３４領域では
直線状に延在する一方、図１７に示すリム１の連結部３３は、リム中心面１０に対して約
１５度の角度で増加し、続いてリム中心面１０に対して略横向きに配向される連結部３４
に変形する。
【００８６】
　次に図面の図１８を参照すると、封止装置３６の更なる実施形態の断面図を示す。直接
的に明白であるように、既に説明した封止装置１２，２５及び２７と類似する本封止装置
３６は、リムのレリーフ１３において嵌合するように設けられた横羽根３７を含む。また
封止装置の羽根３７には、封止装置３６が大きな力を要することなく、リム１のレリーフ
１３に挿入され得るように、矢印Ｐ（図２３）の方向に弾性的に圧縮するのを容易にする
ように作用するくびれ３８が設けられる。
【００８７】
　図１８に示す封止装置３６の実施形態では、２個の羽根３７の間の中間部３９は、上述
した封止装置とは異なって構成される。直接的に明白であるように、中間部３９は２個の
層４０，４１に分割されており、間に間隙４２を備える。２個の層４０，４１は、例えば
スポークニップル又はスポークの鋭角端に起因して下層４０に生じる破損が、クラックの
形態をなして、上層４１に伝播しないことを保証する。すなわち、たとえこのようなクラ
ックが下層４０に生じるとしても、上層４１は破損することなく、内部空間１５のガス抜
けが生じないように、クラックは２個の層４０，４１の間の間隙４２を乗り越えることが
できない。
【００８８】
　また図１８から明白であるように、封止装置３６は中間部３９において、湾曲形状４３
を特徴としており、湾曲形状４３は、封止装置３６がリムの容易な嵌合のために、両矢印
Ｆの方向に合わせて単純に押し込められ得るように直線輪郭から離脱し、封止装置３６は
、予め定められたようにリム１内に位置する。湾曲形状４３に代えて、例えば楕円の一部
の形状、或いは切妻形状等の他の形状であっても、封止装置３６の両矢印Ｆの方向への柔
軟な押し込みを許容する限り可能である。本態様はまた、図４と共に説明したものと同様
な効果をもたらし、即ちレリーフ１３に収容された羽根３７は、湾曲形状がリムの幅方向
においてばねのように作用し、従って羽根がレリーフに付勢されているので、レリーフの
所定位置から滑り出ることはできない。
【００８９】
　次に図面の図１９を参照すると、封止装置４４の更なる実施形態の断面視を示す。これ
は、下層４０及び上層４１の間の中間部３９において、間隙４２を維持する際に、下層４
０を上層４１と連結させるウェブ４５が２個の層４０，４１と一体的に設けられた点にお
いて、図１８に示す封止装置３６と実質的に異なる。中間部３９における封止装置４４の
２層構造の利点を維持する際に、本構成は、２個の層４０，４１が、封止装置４４の組み
付けの間に互いに離間させられており、また例えば合わせて固着されないことを保証して
おり、またこれは、スポークニップル又はスポーク端に起因して下層４０に生じる可能性
がある封止装置４４の破損が、ウェブ４５を介して上層４１まで伝播するのを阻止するこ
とを示している。
【００９０】
　次に図２０を参照すると、上記と同じ効果を有するが、ウェブ４５に代えて、１個の層
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のみ、即ち一体的に構成された層４０を有し、間隙４２を維持する際に、２個の層４０，
４１が固着しないことを保証する突起４７が設けられる点において実質的に図１９に示す
封止装置４４と異なる封止装置４６が示されている。加えて、下層４０のいかなる破損も
、クラックとして、突起４７を介して上層４１に伝播しないことも示されている。
【００９１】
　次に図面の図２１を参照すると、下層４０及び上層４１の間に、例えばエラストマーを
含む封止装置４８の材料以外の材料から作られ、２個の層４０，４１が固着するのを阻止
する一方、下層４０の破損がクラックとして上層４１へ伝播しないのを保証するインレイ
４９が設けられる点において、図１８から図２０に示す封止装置と異なる封止装置４８の
更なる実施形態が断面視で示されている。
【００９２】
　次に図面の図２２を参照すると、２個のレリーフ１３を連結する連結部５０において、
くびれ１４の下端部２０の直径Ｄ１よりも小さい直径Ｄ４を有する図２２に示すリム１に
よって、例えば図面の図１に示すリム１と実質的に異なる、本発明に基づくリム１の更な
る実施形態の断面視が示されている。この直径の相違は、中間部３９の多層構造に起因す
る封止装置３６，４４，４６，４８の付加的な高さ「ｂ」を埋め合わせる間隙「ｂ」（図
１８から図２１を参照）を結果的にもたらす。
【００９３】
　図２３，図２４及び図２５は、最後に、図２２に示すように、封止装置３６をリム１に
嵌合する際に必要な個々の工程の順序を示す。封止装置３６のみが図２３、図２４及び図
２５に示されているが、封止装置１２，２５，２７，４４，４６，４８の別の実施形態も
、同様な方法で、リム１に嵌合され得る。
【００９４】
　次に図２３を参照すると、封止装置３６のリム１への嵌合順序の第１工程が示されてい
る。封止装置３６は、封止装置３６の幅が２個のくびれ１４’によって形成された間隙を
通過するために減少させられるように、矢印Ｆ（図１８）の方向に押し込められる。この
位置において、封止装置３６は未だ、その対向部２３によって、レリーフ１３の下側くび
れ１４と接触していない。次に力が封止装置へ更に、矢印Ｐ（図２３）の方向へ付与され
た時には、部分２３が既にくびれ１４と接触しており、封止装置３６の中間部３９が既に
リムベッド２に載っている図２４に示す据え付け位置をなす。矢印Ｆ（図１８）の方向へ
の更なる力の付与は、封止装置３６の２個の羽根３７を、各レリーフ１３まで摺動させ、
従ってリム１に嵌合された封止装置３６の最終位置が達成される。
【００９５】
　次に、このように完了されたリム１へのタイヤ４の簡単な据え付けは、ホイールの据え
付けを完了させる。
　封止装置及びリムは、図２３、図２４及び図２５に示すように、チューブレスタイヤを
据え付けるために、封止装置が嵌合された完全組み立てスポークホイールリムを形成する
べく、互いに独立して組み立てられ、且つ単純に合わせて組み付けられてもよい。
【００９６】
　上記全てから、本発明は、チューブレスタイヤを備えたスポークホイールを形成するた
めに、封止装置を備えたリムを提供する。本発明はまた、チューブレスタイヤ及び本発明
に基づくリムと共に使用することを目的とする封止装置を備えたスポークホイールを形成
するために、封止装置用リムを提供する。従って本発明は、スポークホイールを備えたチ
ューブの使用を除去することを可能にすると共に、一般的なチューブレスタイヤをスポー
クリムに嵌合させるのを許容する。回転質量の低減に起因して、封止装置と共に示される
リムは、嵌合された車両、例えば自動二輪車又は自転車の操縦機敏性を著しく向上させる
。封止装置を備えたリムは、例えばオフロードスポーツイベントで、またロードレース又
は他の利用分野において使用される周知のリムよりも強い。チューブレスタイヤの嵌合は
、チューブのガス抜けからのタイヤのパンクが今や除去されるので、安全性において巨大
な利益をもたらす。チューブタイヤにおいてしばしば観察されるような、チューブに加硫
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される弁の剪断は、チューブの必要性を取り除くことにより、完全に回避される。本発明
に基づく封止装置を備えたリムは、例えばがたがた面上でチューブレスタイヤによって達
成される牽引力が著しく増加させられるように、低い膨張圧でチューブレスタイヤを軽量
スポークリムに搭載することを許容する。封止装置を備えたリムの高い回転角速度、また
結果的に嵌合された例えば自動二輪車の高い速度であっても、スポーク及び封止装置、並
びにチューブレスタイヤの内部空間のガス抜けは、安全に回避される。
【００９７】
　詳細に説明されていない個々の特徴に関しては、請求の範囲及び図面において別に言及
される。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】チューブレスタイヤが嵌合された状態にある、本発明に基づく封止装置を含むリ
ムの一実施形態を示す部分断面図。
【図２】ａは幾つかの形状寸法関係を説明するのを助ける、レリーフ部分におけるリムの
詳細図。ｂは嵌合状態にあるが、ａに示すようなリムから離れた状態で示されている封止
装置の一部分を示す部分図。
【図３】封止装置を示すが、非嵌合状態にある図２ｂの封止装置と同様な詳細図。
【図４】各々本発明に基づく実施形態における封止装置及びリムの非嵌合状態を示す別の
図。
【図５】封止装置の実施形態を示す部分断面図。
【図６】封止装置の実施形態を示す部分断面図。
【図７】封止装置の実施形態を示す部分断面図。
【図８】リムの中心面の両側に配置される封止装置を含むリムの一実施形態を示す断面図
。
【図９】リムベッドの外部及び中空室断面を備えたリムフランジを連結する直線部を特徴
とするリムの実施形態を示す断面図。
【図１０】本発明に基づく一実施形態の封止装置を含むリムの断面図。
【図１１】封止装置及びレリーフの封止部分間における接触圧の説明を助ける表。
【図１２】本発明に基づく封止装置及び連続連結部を含むリムの変形実施形態を示す部分
断面図。
【図１３】変形実施形態の封止装置を含むリムを示す、図１２に図示するものと類似する
図。
【図１４】リムフランジ及びリムベッドを連結する部分に中空室断面及び封止装置を備え
たリムを示す部分断面図。
【図１５】図１３に示すようなものと類似する、本発明に基づく封止装置を含むリムの実
施形態を示す図。
【図１６】封止装置を備えたリムの実施形態を示す部分断面図。
【図１７】封止装置を備えたリムの実施形態を示す部分断面図。
【図１８】封止装置の別の実施形態を示す断面図。
【図１９】封止装置の別の実施形態を示す断面図。
【図２０】封止装置の別の実施形態を示す断面図。
【図２１】封止装置の別の実施形態を示す断面図。
【図２２】リムの別の実施形態を示す断面図。
【図２３】封止装置をリムに嵌合させる際の順序の説明を助ける断面図。
【図２４】封止装置をリムに嵌合させる際の順序の説明を助ける断面図。
【図２５】封止装置が所定位置に嵌合されているリムを示す断面図。
【符号の説明】
【００９９】
１…リム、２…リムベッド、３…リムフランジ、４…タイヤ、５…縁、６…縁、７…端部
、８…縁座部、９…こぶ、１０…リム中心面、１１…ウェル、１２…封止装置、１３…レ
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リーフ、１４…くびれ、封止部分、１４’…くびれ、封止部分、１５…内部空間、１６…
スポークニップル、１７…スポーク、１８…打ち抜き穴、１９…上端部、２０…下端部、
２１…上端部分、２２…下端部分、２３…対向部、２４…収納部、２５…封止装置、２６
…くびれ、２７…封止装置、２８…凹部、２９…封止縁、３０…連結部、３１…中空室、
３２…凹部、３３…連結部、３４…連結部、３５…弁、３６…封止装置、３７…羽根、３
８…くびれ、３９…中間部、４０…層、４１…層、４２…間隙、４３…湾曲形状、４４…
封止装置、４５…ウェブ、４５…封止装置、４７…突起、４８…封止装置、４９…インレ
イ、５０…連結部、Ｆ…両矢印、Ｐ…矢印。

【図１】 【図２ａ】

【図２ｂ】
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